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論点としたいこと

• 辞書・事典・論文のDBなど、「電子リソース」

の普及・発展のもとで、

• 「知のあり方」はどのように変わっていくか？
どのような「知のあり方」が望ましいか？

• 「知のあり方」を教育の面、図書館活動の面
でどのように提示していくべきか？
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手がかりとして…

• ニコラス・G・カー（篠儀

直子訳）『ネット・バカ：イ
ンターネットがわたしたち
の脳にしていること』青
土社, 2010.（原著2010）
– 単純な「ネット批判」では
なく、「メディアの技術的
変化」と「脳（認知）の機
能の変化」との関係を問
う
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「知」や「能力」への見方
（『ネット・バカ』p. 158～）

・従来理解されてきた意味での識字能力は、
社会を構成する力とは、もはやなりえない
・ウェブのあらゆるところで接続し、あらゆるも
のと近接する世界＝絶えず流動するコンテク
ストのなかで生じる意味を発見することが、最
大のスキルである世界
・教師も生徒もこの世界に参加すべきとき

注意散漫状態での思索
を“よし”とすべきか？

トロント大の研究者 著者（カー） 4



「絶えず流動するコンテクストのなかで生
じる意味を発見」するための土台は？

教科書

論文

新聞記事

一般雑誌記事

辞書・事典の項目

一般書

リンク

・関連する文献や項目
- 引用として示す
- 「おすすめ」として示す

・関連する著者

・関連する画像・映像…

古典のテキスト

情報源
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「情報源の構造」(1)時間の経過

社会的
出来事

新聞・
一般誌の

記事

学術雑誌
の論文

学術図書

教科書・
一般図書

専門事典

百科事典

「情報源の構造」(2)種類ごとの構造

標題・著者・概要

本文
・はじめに
・先行文献のレビュー
・研究方法
・研究結果
・考察
・おわりに

引用文献・参照文献
のリスト

論文

論文以外にもそれぞ
れの構造（型）がある。
また「型」がある程度
の内容（質の違い）を

示す。
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宣伝

• 小山田耕二・日置尋久・
古賀崇・持元江津子『研
究ベース学習』（コロナ社, 
2011）

• 「初年次教育」のための
テキスト。全5章＋付録（

授業の実例）

• 古賀は4章「学術文献の

探索と評価」を執筆

– 「情報源の構造」を意識



「知のあり方」をめぐる問い（の例）

• 「電子の世界で直感的に示すこと」（リンクやランキング
など）

と

「知の構造・蓄積」

との関係は？

• コンピュータやデバイス上での提示の工夫

vs
教える側・教わる側に作業させ、考えさせる必要性
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おわりに

“グーグルをはじめとする検索エンジンやデジタ
ルライブラリに対するリテラシー教育は、[引用

者注：グーグルブックスの]プロジェクトに参加してい
る大学のみならず、広く図書館や高等教育の
かかえる関心ともなっている。だがそれは単
なる「探し方」の技術教育であってはならない。
探す技術そのものの成り立ちや制約をこそま
ず知る必要があるのだ。”

和田敦彦著『越境する書物：変容する読書環境のな
かで』新曜社, 2011, p. 124.
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